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要 旨
本稿では、中国語母語話者と日本語母語話者を対象とし、友人同士および初対
面同士による電話での会話におけるあいづちの調査をおこなった。方法としては、
各々の会話を録音し、その会話を文字に起こしたデータに基づき考察を進めた。
その結果、あいづちの使用頻度は中国語に比べ、日本語のほうが人間関係の親疎
によって多少影響を受けること、また、文法的完了点に現れたあいづちに焦点を
おくと、その割合は親疎関係に関わらず、中国語が日本語より多いことが判明し
た。更に、文法的完了点の形式に注目すると、中国語は親疎関係に影響されない
のに対し、日本語では、会話者の人間関係の親疎によって形式が異なることが明
らかになった。
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1. はじめに
会話において、参加者の相互の反応がコミュニケーションの円滑な進行に重要な役割を
果たしている。聞き手の反応の 1 つとして、あいづちが挙げられる。しかし、ことばや文
化的背景が違うと、あいづちの使用状況も異なる。したがって、言語学習者がより高いコ
ミュニケーション能力を身につけるにはあいづちの使用を学習する必要があると思われる。
しかし、日本語の教育において、教科書ではあいづち表現が会話文の中にほとんど使用さ
れておらず、詳しい説明もされていない。また、そのほとんどが文末でのあいづち表現と
なっている。次の (1) はその 1 例である。
(1) A: 昔は一度就職したら定年までずっと同じ会社に勤めるのが普通だったんだよ。
B: そうですか……。
2(文化中級日本語Ⅱ)
(1) のように、中級レベルの教科書に載せられている聞き手のあいづちのほとんどは、
話し手が 1 つの文を言い終えたところに使用されている。しかし、実際の日本人の会話
データでは、次のような使用がよく見られる。
(2 ) A1: 今、もう、実家にもピアノあるんで、
B1: ええ
A2: 実家に帰った時に、
B2: ええ
A3: なんかちょっと 30 分弾くか弾かないか。
(2) の実例を見ると、話し手が話している途中でも聞き手があいづちを打っていること
がわかる。このことから、教科書に載せられているあいづちの使用例は、実際の日本語母
語話者の自然会話における使用状況とは異なっていると言える。日本語の教育において、
日本語学習者に日本語母語話者らしい自然なあいづち表現を教えるため、まず、実際の自
然な日本語のあいづち使用状況を明らかにすることが必要である。また、あいづちをより
効率的に使用するためには、学習者の母語によるあいづちの使用状況を調査し、日本語学
習者にあいづちの言語間による相違点を認識させることが有効であると考えられる。
2. 本研究の目的
日本語のあいづちは、それぞれの談話において話題の内容、話し手と聞き手との関係、
年齢、媒体、性別などによって、ダイナミックに変化するものであり (松田 1988, 堀口
1997)、また、電話による会話では、相手の表情などが見られず、音声のみを頼りにするた
め、あいづちの重要性が更に高まると考えられる。
そのため、本研究では、中国語母語話者と日本語母語話者を対象に、電話での会話デー
タを収集、分析し、異なる人間関係によって、あいづちの使用頻度と出現位置に影響を及
ぼすか否かについて考察し、中国語と日本語のあいづち使用状況を明らかにすることを目
的とする。具体的に以下の 2 点を明らかにすることである。
3(3) (a) 異なる親疎関係によって中日両言語それぞれにおいて、あいづちの頻度はどのよ
うに変化するか、及び中日両言語の頻度はどのような類似点と相違点があるか
を考察する。
(b) 異なる親疎関係によって中日両言語それぞれにおいて、あいづちの出現位置は
どのように変わるか、及び中日両言語の出現位置はどのような類似点と相違点
があるかを検討する。
3. 先行研究
日本語のあいづちに関する先行研究は松田 (1988)、メイナード (1993)、大塚 (2005) な
どが見られるが、ここでは、本研究と最も関連のあるメイナード (1993) を取り上げて紹
介する。
メイナード (1993) は、日本人の友人同士の会話をデータにし、日本人の会話における
あいづちの頻度と出現位置について分析を行った。分析の結果、文末のポーズ付近にある
あいづちの頻度は 51.02%、終助詞や間投詞付近にあるあいづちの頻度は 40.84%、付加疑
問の付近にあるあいづちの頻度は 7.85%、そして、話し手の頭の動きを伴うあいづちの頻
度は 38.08%であると指摘している。この結果は、日本語のあいづちの出現が先行発話の形
式と関連していることを表している。
一方、あいづちに着目した中日対照研究の中で、頻度と出現位置に関連するものは劉
(1989)、楊 (2000) などが見られる。会話参加者の親疎関係によるあいづちの使用に注目し
た研究は楊 (2006) などが挙げられる。
劉 (1989) では、日本人母語話者と在日中国人を対象とし、同じ内容を設定し、電話に
よる劉本人と被調査者の母語での会話を録音し、被調査者のあいづちについて分析した。
その分析結果、
(3) (a) 中国人のあいづち頻度 (11.1 回/分) は日本人 (17.5 回/分) より低い
(b) 中国人のあいづち頻度の個人差は日本人より大きい
(c) 中国人は約三分の二の文末に、日本人はほとんどすべての文末ごとに、あいづ
ちを打つ傾向がある
ということが指摘されている。
4楊 (2000) は中国人同士 (4 組) と日本人同士 (4 組) の電話による会話を対象とし、そ
れぞれ話し手を同一人物になってもらい、情報の受け手である聞き手のあいづちを考察し
ている。その結果、日本語に比べ、中国語の会話におけるあいづちは頻度がやや低いこと
が分かり、個人差は日本人より中国人のほうが大きいことも指摘されている。
劉 (1989) も楊 (2000) も中国人のあいづちの頻度は日本人より低いこと、及び中国人の
あいづち頻度の個人差は日本人より大きいことを報告している。
親疎関係に注目した楊 (2006) では、面識がない者同士による情報収集を目的とするロ
ールプレー会話 (中日両言語各 2 組) 、知人同士による用件依頼を目的とする電話での会
話 (中日両言語各 2 組) 、友人同士による雑談内容の電話での会話 (中日両言語各 1 組) を
録音し、あいづちの出現位置について分析を行っている。その結果、中国語のあいづちは
主に文末に使用される。一方、日本語のあいづちは ｢て｣｢けど｣｢ので｣ などといったよう
な複数の定型的な形式に呼応して打つ性質を有すると説明されている。また、日本語の会
話において、あいづちが呼応する先行発話の形式は会話参加者の人間関係や会話場面に左
右され、あいづちのタイミングの変化をもたらすが、中国語の会話においてそのような現
象が見られなかったと指摘している。
4. 研究方法
4.1. 本研究におけるあいづちの定義
本研究では、メイナード (1993) と堀口 (1997) の定義に基づき、あいづちを ｢話し手が
発話権を行使している間に、または話し手の発話の終了した直後に、聞き手が話し手から
送られた情報を共有したことを伝え、発話権を取らない短い表現である｣ と定義する。し
たがって、以下のようなものは本研究ではあいづちと見なさない。
(4) (a) 話し手が積極的に応答を求めるものに対する答え (質問、呼びかけなどに対する
答え）
(b) 聞き手が上昇イントネーションで相手の応答を求めるもの (説明要求、確認要求
など）
(c) 発話権が聞き手に移るもの
例を挙げると、(5) における聞き手 B の網掛けの部分は話し手の質問や呼びかけなどに
5対する答えではなく、また聞き手が上昇イントネーションで説明や確認などを要求するも
のではないため、あいづちとして本研究の研究範囲に入れる。(6) における聞き手 B のタ
ーン冒頭に現れた「そうだね」は発話権を取ったもの、つまり発話権が聞き手に移るもの
であるため、このようなものはあいづちとしない。
(5) A:その中で有機化学に 一番興味あったんで、
B: うん うーん
A: 自分に合ってそうなのは薬学部かなあと思って来たんです。
B: あ、そうなんだ
(6) A:なんか今の時期やってること無いんだ、はははって笑ってた<笑い>。
B:そうだね、うん、なんか今の時期ってなんか勉強、何だろう、授業とかゼミってい
うよりもなんか将来のためになんか動くことがメインになって。
4.2. 調査対象および方法
松田 (1988)、堀口 (1997) などはあいづちの頻度は話のタイプ (雑談的、討論的等) に
よって異なると指摘している。そこで、本研究では、話のタイプを身近な話題での気軽な
会話として、留学･仕事･勉強を話題に設定した。調査対象は日本語母語話者と中国語母語
話者 (共に 20 代から 30 代の大学生、大学院生) であり、友人同士および初対面同士(1)とい
う設定で電話による会話を 10 組ずつ録音し、計 40(2)組を収録した。
中日両言語のデータ全体に渡って、本研究で設定した話題に関連する内容のみを分析す
ることにする。分析データとして採用された各組の会話時間は、最短約 3 分であり、最長
約 10 分である。友人同士の録音時間は中日両言語の会話とも合計約 76 分であり、初対面
同士の録音時間はそれぞれ合計約 82 分である。収集した録音データの文字起こしは宇佐美
(2005)『基本的な文字化の原則 (BTSJ) 』に従って行った。文字化した自然会話のデータ
にもとづき考察を以下に進めていく。
4.3 あいづちの頻度の算出方法と出現位置の分類
4.3.1. あいづちの頻度の算出方法
堀口 (1997) では、あいづちの頻度について、時間当たりのあいづちの回数、あいづち
6間の発話の長さ、あいづち間の時間、総発話数に対するあいづちの比率など様々な尺度で
捉えられると述べられている。本研究では、時間当たりのあいづちの回数を、頻度として
認める。つまり、1 分間に打たれるあいづちの回数を、あいづちの頻度とする。
4.3.2. あいづちの出現位置の分類
本研究では、Clancy et al. (1996) が提示した Grammatical Completion という概念に基づき、
中日両言語の電話による会話におけるあいづちの出現位置について分析する。Clancy et al.
(1996) では、Grammatical Completion を次のように定義している。
in its sequential context, it could be interpreted as a complete clause, i.e. with an overt or
directly recoverable predicate, without considering intonation. In the category of
grammatically complete utterances, we also include elliptical clauses and answers to
questions(3).
(Clancy et al.1996:366 )
中日英の友人同士による会話データを用いて、Grammatical Completion の観点から三言
語の頻度を比較した結果、Grammatical Completion Points で打たれたあいづちは、中国語
(88.0%) と英語 (78.0%) が日本語 (36.6%) より上回っていると指摘している。この結果か
ら、中国語のあいづちの出現位置は Grammatical Completion Points と大きな関わりを持っ
ていることが示唆されている。
よって、本研究では、Grammatical Completion の観点に基づき、中日両言語の会話にお
けるあいづちの出現位置について分析する。また、本研究で、Grammatical Completion Points
を ｢文法的完了点｣ と呼ぶ。文法的完了点ではないところを ｢文法的未完了点｣ とする。
このことを次の用例を用いて改めて説明する。
(7) A1: すごい、どんな勉強っていうかしてるんですか。研究まぁ。
B1: なんっていうか日本語勉強している外国人の人 を対象=(4)，
A2: うん
B2:=こう実験したりとかそんなような<笑>
A3: へえー[↑]
7(8) A1: 啊 ，那个那个，不是，我们就是最开始就是=，
B1: 啊
A2: =还没有成型嘛。
B2: 啊
訳
A1: あー、あのー、違う、私たち、つまり最初つまり=，
B1: うん
A2: =まだ形になっていないですね。
B2: あー
(7) における A2 の ｢うん｣ と (8) における B1 のあいづちの <啊 a> の先行発話は明白
な述部がないため、｢うん｣ と B1 の <啊 a> は文法的未完了点にあると判断する。一方、
(7) における A3 の ｢へえー｣ の先行発話 ｢こう実験したりとか｣ と、(8) における B2 の
<啊 a> の先行発話 <还没有成型嘛 (まだ形になっていないですね) > は明白な述部を含む
ため、｢へえー｣ と B2 の <啊 a> は文法的完了点に出現したと判断する。
以上のような分類方法によって、中日両言語におけるあいづちの出現位置を分析する。
5. 調査結果
4 節で述べた方法を用いて、中日両言語において異なる親疎関係によるあいづち使用頻
度と出現位置について分析し、考察を行った。
5.1. あいづちの使用頻度
中日両言語における、異なる親疎関係によって用いられているあいづちの使用頻度をま
とめたものを次のページの図に示す。縦軸は中日語会話参加者の組数であり、横軸はあい
づちの使用頻度数である。横棒は各組のあいづち使用頻度を表す。図は上から下まで 4 つ
の部分に分けている。最上部は中国人の友人同士による会話、10 組であり、下に行くにつ
れ、中国人の初対面同士による会話、10 組、日本人の友人同士による会話、10 組、日本人
の初対面同士による会話、9 組の順番になっている。
まず、全体的なあいづちの使用頻度について述べると、図に示したように、友人同士の
会話において、中国語のあいづちの平均使用頻度は 4.42 である。それに対し、日本語のあ
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9いづちの平均使用頻度は 8.85 である。また、初対面同士の会話において、中国語のあいづ
ちの平均使用頻度は 4.77 である。一方、日本人のあいづちの平均使用頻度は 10.43 である。
以上のことから、親疎関係にかかわりなく、日本語のあいづちの平均使用頻度は中国語よ
り 2 倍ほど高いことが分かる。つまり、全体的にあいづちの使用頻度について、(9) のよ
うなことが言える。
(9) 日本語 > 中国語 (親疎関係に関わらず)
また、親疎別のあいづちの使用頻度に関して述べると、図から明らかなように、中国語
の会話において、友人同士に使用されているあいづちの平均頻度は 4.42 であり、初対面同
士に用いられているあいづちの平均頻度は 4.77 である。このことから、中国語の会話にお
いて、友人同士の会話に使われているあいづちの平均頻度は、初対面同士の会話に使用さ
れているあいづちの平均頻度とほとんど変わらないということがわかる。つまり、あいづ
ちの使用頻度は親疎関係に左右されないと言えよう。一方、日本語の会話において、友人
同士のあいづちの平均使用頻度は 8.85 であり、初対面同士のあいづちの平均使用頻度は
10.43 である。これにより、日本語の会話において、友人同士のあいづちの平均使用頻度
は、初対面同士に用いられているあいづちの平均頻度よりやや低いということが分かる。
すなわち、日本語の会話において、あいづちの使用頻度は多少親疎関係に影響されると解
釈ができよう。つまり、中日両言語の会話において、親疎関係の違いによるそれぞれのあ
いづち使用頻度の変化は (10) のようにまとめられる。
(10) 中国語 : 友人同士  初対面同士
日本語 : 友人同士 < 初対面同士
5.2. あいづちの出現位置
5.1 節で述べたように、全体として、日本語によるあいづちの平均使用頻度は中国語に
よるあいづちの平均使用頻度より大きいことが明らかになった。この節では、具体的に中
日両言語の会話に使用されているあいづちはどのような位置に出現するのかに関して分析
し、考察を行う。4.3.2 節で述べたように、あいづちの出現位置を文法的完了点と文法的未
完了点に大別する。その分類方法によって分析した結果をまとめ、表 1 に示す。
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表 1 中日両言語の会話におけるあいづちの出現位置 (親疎別)
中国語の会話 日本語の会話
友人同士 初対面同士 友人同士 初対面同士
文法的完了点 290
(91.48%)
333
(88.56%)
449
(74.46%)
595
(73.63%)
文法的未完了点 27
(8.52%)
43
(11.44%)
154
(25.54%)
213
(26.36%)
表 1 に示したように、中国語の会話において、文法的完了点に出現したあいづちは友人同
士が 91.48%であり、初対面同士が 88.56%である。一方、日本語の会話において、文法的完
了点に出現したあいづちは友人同士が 74.46%であり、初対面同士が 73.64%である。以上の
ことより、中日両言語において、大多数のあいづちは文法的完了点に打たれているが、文法
的完了点に現れたあいづちの割合は親疎関係に関わらず、中国語が日本語より多いことが判
明した。
5.3. 中日両言語における文法的完了点の形式
中日両言語の会話において、文法的完了点に現れたあいづちの割合は中国語が日本語より
高いことが明らかになった。具体的に文法的完了点は中国語の会話において、どの形式で終
了するのか、表 2 にまとめた。
表 2 から分かるように、中国語の会話における文法的完了点は裸の節(5)、終助詞の 2 つの
形式で終了することが分かる。会話文 (11) を以下に見たい。
表 2 中国語の会話における文法的完了点の形式
友人同士 初対面同士
裸の節 214 (73.79%) 262 (78.68%)
終助詞 76 (26.21%) 71 (21.32%)
(11) A1: 但是我发现我应该更发奋的好好去学习专业课，
B1: 啊
A2: 因为如果说让我去，以后，我总感觉我现在给我自己设计的路就是走公务员这条路，
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B2: 啊 ー
A3: 走这条 路呢 ，如果说以后需要读博士的话，我还会来读博 士 呢 ，
B3: 嗯ー
A4: 所以说我现在对我的专业课还是比较看重的。
B4: 啊 ，对对
訳
A1: でも、もっと自分の専攻を頑張らなければならないということに気づいたのです。
B1: あー
A2: 行かせてもらえるなら、これから、今自分のために設計した道は公務員っていう
道です。
B2:あー
A3:この道を選んだらさ、博士課程に進む必要があれば、博士課程に行ってもかまわな
いですよ。
B3: はーい
A4: だから、自分の専攻を割合に重視しているのです。
B4: はーい、そうですね。
(11) では、B1 の <啊 a> 、B2 の <啊 aー> 、B4 の <啊 a，对对 dui> は裸の節で終了し
たところに現れたあいづちであり、B3 の <嗯 enー> は終助詞で終了したところに現れたあ
いづちである。表 2 から、中国語の会話において、各形式の直後に出現したあいづちの割合
は友人同士の会話と初対面同士の会話とほぼ変わらないことが明らかになった。そのため、
中国語の会話において、文法的完了点の形式は親疎関係に左右されないという解釈が可能で
あろう。
また、日本語の会話において、文法的完了点がどのような形で終了するか、表 3 にまとめ
た。表 3 は割合が比較的高い項目を、親疎関係によってまとめたものである。
表 3 から明らかなように、日本語の会話においては、あいづちが接続助詞、終助詞、間投
詞などを含む複数の異なる形式の後に現れた。詳細に見ていくと、日本語の会話において、
親疎関係に関わらず、接続助詞 (て、ので、けど、からなど) と終助詞 (よ、ねなど) の後に
現れたあいづちの割合は全体の半数以上を占めていることが分かる。また、終助詞 (よ、ね、
付加疑問など) と間投詞 (ね、さ) の後に打たれているあいづちの割合は、友人同士の場合
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表 3 日本語の会話における文法的完了点の形式
友人同士 初対面同士
接続助詞 191 (42.53%) 307 (51.60%)
終助詞 109 (24.28%) 66 (11.09%)
終止形 49 (10.91%) 34 (5.71%)
倒置 21 (4.68%) 17 (2.85%)
間投詞 14 (3.19%) 0
(27.47%) が初対面同士の場合 (11.09%) より高いことが分かる。更に、詳細に見ていくと、
日本人の友人同士の会話において、間投詞 ｢さ｣ ｢ね｣ の後に出現したあいづちの割合は
3.19%であり、初対面同士の会話において、間投詞の後に出現するあいづちの割合は 0 であ
る。友人同士の会話においては、以下のように、間投詞 ｢さ｣ ｢ね｣ の後に出現したあいづち
の例が見られる。
(12) A1: うん、なんか私の中学校の時の 音楽の先生がね その青年の海外協力
B1: うん うん
A2: 隊で 今、どこだかな、なんか南アフリカ↑ かな、アフリカの方に
B2: うん うん うん
A3:今、行ってるのね。
B3: えー↑
(13) A1: 国際交流サークル、
B1: はいはい
A2:そうそう
B2:それはどうでした？
A3: それちょっと行ったけどさあ、
B3: あー
A4: あのー、メンバー無理だなあって思って。
(12)、(13) のような間投詞が友人同士の会話において文法的完了点に現れ、初対面同士の
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会話には現れていない理由として、友人同士による会話はインフォーマルなものであり、初
対面同士による会話はフォーマルなものであるため、間投詞が使われにくいのではないかと
いうことが考えられる。これにより、日本語の会話においては、人間関係の違いにより、文
法的完了点の形式に影響を与えるということが明らかになった。
表 2 と表 3 を比較してみると、中国語の会話において、あいづちは裸の節末に出現した割
合が多いのに対し、日本語の会話において、あいづちは接続助詞、終助詞や間投詞などがつ
く文法的完了点に出現した割合の多いことが分かる。すなわち、日本語の会話にける接続助
詞、終助詞や間投詞はあいづちを打ちやすいポイントになっていると言えよう。一方、中国
語には接続助詞などがないことから、あいづちが裸の節末に数多く出現した原因として説明
できる。
6. 使用頻度の相違点の原因
中日両言語におけるあいづち使用頻度の相違を生じる原因は、言語形式の特徴と会話スタ
イルという 2 つの側面から検討することができる。
まず、結果が示しているように、日本語の会話において、接続助詞の後に数多くのあいづ
ちが打たれている。上原･福島 (2004:121) は文末に接続助詞、終助詞を付加することによっ
て、話し手の有する情報を表明する乃至は伝達すること以外に、聞き手に対する何らかの含
みや働きかけが加わるのであると述べている。このことから、接続助詞は聞き手から何らか
の反応を求める大きなポイントであり、それは聞き手があいづちを打ちやすいポイントでも
あると言えよう。日本語において接続助詞は節や文の終了するところに置かれるため、その
前の節や文が終了するマーカーになり、あいづちが入りやすいと言えよう。一方、中国語に
おいては接続助詞がないため、接続関係を表すには ｢因为 (ので)｣ ｢但是 (けど)｣ などのよ
うな接続詞が使われる。接続詞は節や文の前に来るため、節や文がどこまで続くかはっきり
と分からない。そのため、このような位置ではあいづちが入りにくいのではないかと考えら
れる。
次に、水谷 (1988) が指摘しているように、日本人の会話スタイルは ｢共話｣ である。｢共
話｣ の特徴として、話し手が自ら会話を完結させるのではなく、話し手と聞き手を区別せず、
二人で会話の流れを共同に作るということが挙げられる。日本人の ｢共話｣ のようなスタイ
ルは、聞き手が会話に参加することを要求しているのである。そのため、相手の話に積極的
に参与する機能を持っているあいづちが生まれるのであろう。一方、水谷 (1993) では、欧
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米の会話スタイルは ｢対話｣ であると指摘している。｢対話｣ の特徴として、自分の発話を完
結させてから、相手の話を聞くという形であり、聞き手は話し手の発話が完結するまで黙っ
て聞くのである。今回収集した中国語の会話では、無言で相手の話を聞いている会話が多く
見られたため、中国語の会話スタイルは ｢共話｣ より ｢対話｣ に近いと解釈できよう。相手
の話を黙って聞くという ｢対話｣ の性格によって、｢共話｣ の会話スタイルほどあいづちを要
求しないと考えられる。
以上のような言語形式の特徴と会話スタイルの違いによって、中日両言語の会話における
あいづちの使用頻度に相違が生じたと考えられる。
7. まとめ及び今後の課題
本研究は中国人母語話者と日本人母語話者を対象に、友人同士 20 組と初対面同士 20 組と
いう設定で、中日両言語におけるあいづちの頻度と出現位置の特徴を比較し、両者の類似点
と相違点について考察を試みた。その結果は次のようにまとめられる。
(14) a. 中日両言語において、全体としてあいづちの使用頻度は日本語が中国語より 2 倍ほ
ど高い。また、日本語の会話では、使われているあいづちの頻度は初対面同士が友
人同士よりやや高い。すなわち、中国語に比べ、あいづちの使用頻度は日本語のほ
うが人間関係の親疎によって影響される。
b. 中日両言語とも多数のあいづちは文法的完了点に打たれているが、全体的に文法的
完了点に現れたあいづちの割合は親疎関係に関わらず、中国語が日本語より多い。
c. 文法的完了点の形式は中国語会話では親疎関係に影響されないのに対し、日
本語会話では、会話者の人間関係の親疎によって形式が異なる。
今回、中日両言語の会話における、文法的完了点に出現したあいづちの使用状況について
分析を行ったが、文法的未完了点に現れたあいづちがどのような形式の直後に出現するかに
関しては考察を行っていない。この点を今後の課題にしたい。
注
(1) ｢連続しているコンテクストにおいて、Grammatical Completion は完了している文として解釈され
る。つまり、イントネーションで判断せず、明白な述部を持つ文である。省略された節と質問に
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対する答えも Grammatical Completion と認める｣。この日本語訳は筆者によるものである。
(2) 本研究では、面識がない人同士を初対面同士という。
(3) 日本人の初対面同士による会話データのうち、友人同士のような録音データが 1 組あった。被調
査者には、同じ友人を持っているため、事前に互いの友人から相手に関する情報をいろいろ聞い
ていたようであり、録音された時に相手を友人扱いしたのである。そのため、この 1 組のデータ
を例外として扱うことにした。
(4) 本研究で使われている記号は以下のように表記する。
= = 改行された発話と発話の間が,当該の会話の平均的間の長さより相対的に短いか、まった
くないことを示すためにつける。
? 疑問文や疑問文の機能を持つ発話につける。
< > 笑いながら発話したものや笑い等は、< > の中に、<笑い> のように説明を記す。
[↑] イントネーションは上昇の略号として、用いる。
(5) 裸の節とは終助詞がつかない節であり、終助詞とは中国語の「語気助詞」をさす。
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